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講演会開催のお知らせ

下記の日時にて、議演会を開催いたしますので、多くの会員の方資のご参集を期待いたします。

講演会 日時

場所

演題 1

演者

平成 12年 12月 8日 (金) 午 後 3時 ～5時

東京農業大学総合研究所 2階 大講義室

「コナガ寄生蜂の生態と利用の可能性」

農林水産省蚕糸 ・昆虫研究所天敵育種研究室

野田 隆 志室長

「第 19□ 国際昆虫学会に参力Ot/て」

日本化薬株式会社精密化学品研究所

桝井 昭 夫氏

演題 2

終了後、懇親会を予定しておりますので、こ参力Bください。
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天敵カルテ1天敵普及のための情報畜積・支援システム

農業研究センター 研 究情報部 モ デル開発研究室

渡邊 朋 也 emall:tomoyaCnarc.affrc 80.ぢp

天敵昆虫,天 敵微生物は,わ が国では現在

16種 類が生物農薬として登録されており.

今後も増加してゆく傾向にある。しかし実際

の農家における普及利用は思つたようには進

んでいない。田中 (1999)は 普及の進ま

ない大きな要因として,我 が国では生物農薬

の主な利用場所である施設園芸の栽培環境が,

生物農薬の原産地である北ヨーロツパにくら

べてきわめて多様性に富んでいるため,天 敵

が十分な能力を発揮できてしヽないことをあげ

ている。多様な栽培環境に応じて天敵を有効

に利用するには,単 純な使用マニユアルでは

対応できない。こころが天敵の利用に関する

専門家や豊富な経験を持つている農業者はき

わめて限られている。

われわれは天敵普及促進を目的として,農

業者への天敵導入に関する意思決定支援シス

テムを構築L/た。本システムはインターネツ

ト上での利用を前提とし,こ れまでの生物農

薬利用事例を成功 ・失敗をとわず一定の様式

(カリしテ,図 1)に 記録して収集,蓄 積し,

新規に天敵を利用しようとする農業者が自分

の条件に近い事例を参照することができるよ

うにした。システムの構築に当たつては,都

道府県等 10名 ・大学4名 ・日本植物防疫協

会 1名 ・民間企業 2名 ・農林水産省4名 の計

21名 ボランテイアからなる 「天敵カルテ企

画幹事会 (以下.幹 事会)」 を組織L/,電 子

メーリしでの情報交換や,学 会や研究会での会

合を通して約 1年 間の検討を行つてきた。本

システムは企画幹事会ゃ IPM一 メイ|リング

図 1 天 敵カルテのデータ入力画面

リスト,天 敵アドバイザー.ユ ーザ (普及員,

農家),デ ータベースサーバ,WWWサ ーバ

から構成され,こ れらをインターネツトで結

んだ総体を 「天敵力)しテシステム」と呼ぶ (

図 2)。 主な利用者として天敵の利用を検討

している農家,普 及員を対象としている。

これまで天敵を利用L/た農業者はシステム

ヘのユーザ登録を行つた後に,利 用結果を力

ルテとしてシステムに登録することが可能で

ある。いつたんシステムに送付されたカルテ

情報は専門家がら構成されるレフエリーによ

り,基 本的な部分に限つたチエツク (作物名.

天敵名などの記入ミス等)を 受けた後データ

ベースに登録される (図3)の ~般 利用者は

ブラウザからカルテデータベースに自由にア

クセス可能であり,キ ーワード等による検索

”一一　　　　　　　　　　”
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専門家優董ヨ優茎コに互□

図2 天 敵カルテシステムの構成

により,知 りたい事例を抽出することができ

る。これらの事例を参考に天敵を利用した結

果が,再 び新しい事例としてシステムに蓄積

されてゆけば,デ ータベースの自己増殖がお

図3 天敵カルテデータの登録と利用までの流れ

これまでの事炉」だけでなくさらに詳細な質

問や疑問点がある場合は,そ の内容を天敵力

)しテホームページや IPMメ イ|リング リスト

を通じて専門家集団である天敵アドバイザー

に送り,ア ドバイスを受けることができる。

また天敵に関する文献データベース (英文 ・

和文)や 害虫名称データベース (種名中学名

など)も |リンクしてあり利用可能である。

システムで利用するプログラムは,天 敵カ

リしテシステムを実現するための一つの実装で

あり,デ ータベースやWWWサ ーバ構築にか

かる費用が天敵カルテの利用の妨げにならな

いように配慮L/たため,コ ンピユータシステ

ムはすべてフ リーのソフトウェアで構成した。

また,ユ ーザ側が天敵カリしテ利用のためにハ

ード,ソ フトを新たに導入する負担を軽減す

るため,一 般に普及L/ているフラウザから容

易にシステムにアクセスできる仕組みとしたc

さらに,天 敵カルテシステムに入力された情

報は,才 ―プン ・データとし,機 能を実現す

るためのソースコードは才―プン ・ソースと

して,ど こでも誰でもが利用 ・改良 ・開発で

きるようになつている。なおすべてのシステ

ム利用は現在すべて無料である。

開発L/たプログラムは中国農業試験場に置

かれた専用サーバにおいて3月 から正式運用

されている。

http://tentekl.cgk2.affrc`80。jp/

天敵カルテシステムは,「 天敵普及という

実践的かつ全国的な活動を,イ ンターネツト

を活用L/たシステムで支援する」という.情

報技術を応用した新しい冒虫管理支援システ

ムを提案している。コスト肖」減が阻ばれてい

る昨今,新 L/い農業資材を試行錯誤的に導入

することのリスク回連は重要な問題である。

また個体数調査法の開発,密 度変動調査,そ

の予演」,被 害許容水準,要 望所水準の策定こ

いつた,従 来の手順を階んだ発生予察システ

ムの構築は多くの施設野菜等では時間的にも

労力的にも困難である。このような場合に,

これまでの利用事り」の蓄積から最適でなくこ

も最善と考えられる管理手段を見つけだすた

めの支援 ツ`ールとL/て,天 敵カブレテが開発さ

れた意義は大きい。今後の成果は,力 )しテシ

ステムの正式運用によりしヽかに情報が蓄積さ

れ,そ の情報が実際の農家の天敵利用拡大に

つながるかどうかにかかつている。

ブラウザを利用した検索
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